
氏名 所属 職名 取得学位 専門分野 主な論文・著作・業績

菖蒲澤　幸子 共通基盤看護学講座 教授
博士

（看護学）

看護管理学

基礎看護学

看護情報学

①菖蒲澤幸子：看護の質改善につながる看護情報教育の具体策　スタッフ向け、看護管理者向けの情報教育が求められ

る理由/ナースマネージャーVol.26 No.1.39-43(2024.3)

②Sachiko Shobuzawa, Yoshihito Endo, Mizuho Okada, Evaluating Informatics Competencies Requirements for

Hospital Nurse Managers in Japan/ Studies in health technology and informatics. 310:1534-1535(2024)

③北林真美，児玉悠希， 菖蒲澤幸子， 紙上事例を用いる看護過程の教授方法の検討ー1年次生の看護診断名抽出の傾

向と学びの振り返りの記述からー/日本看護学教育学会誌． 33(3):151-159(2024)

④菖蒲澤 幸子，岡田みずほ，宇都由美子，清水將統，村上成明，奥田厚子，阿部洋子，電子カルテを活用し、現場の

改善を行うために必要な継続教育（情報教育）とは？/第27回日本看護管理学会学術集会．(2023)

⑤小野 保， 菖蒲澤 幸子，能動的学習を導入した看護基礎教育における情報セキュリティおよび情報倫理の教育モデル

の試案/第24回日本医療情報学会看護学術大会論文集．153-156(2023)

佐藤　奈美枝 共通基盤看護学講座 准教授
博士

（看護学）

臨床看護学

看護管理学

①文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）「課題名：中小規模病院に勤務する看護師長の承認行為獲得にむけた教

育プログラムの開発」2021年-2024年（研究代表者）

②佐藤奈美枝，伊藤收，看護師長の承認行為獲得にむけた教育プログラムの有用性の検証/岩手医科大学看護学部紀

要．1:23-32(2023）

③佐藤奈美枝，三浦幸枝，小松恵，中小規模病院における看護管理者教育の実情とニーズに関する文献検討/第42回日

本看護科学学会学術集会抄録集．143(2022）

④佐藤奈美枝，伊藤收，看護師長の承認行為を取り巻く現象の構造－看護師長とスタッフナースの調査からの検討/第

41回日本看護科学学会学術集会抄録集．79(2021)

⑤佐藤奈美枝，伊藤收，看護師長が部下に対して行っている承認の構造の特性/岩手県立大学看護学部紀要．22:1-

13(2020)

柏木　ゆきえ 共通基盤看護学講座 准教授
修士

（看護学）
基礎看護学

①柏木ゆきえ，松田悠史，小林由美子，菖蒲澤幸子．コロナ禍で1週目学内2週目臨地となった基礎看護学実習Ⅱの実

践報告 第一報－看護過程の展開－/第16回岩手看護学会学術集会抄録集．56-57(2023)

②柏木ゆきえ，小林由美子，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，OSCE を活用したフィジカルアセスメントの技術試験の

取り組みと学生の振り返りからみた課題/岩手看護学会誌．第15巻第2号:70-77(2021)

③小林由美子，柏木ゆきえ，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，基礎看護学実習Ⅰ（病院実習・介護施設実習）で経験し

た看護技術の実態/岩手看護学会誌．第15巻第2号:84-91(2021)

④野里同，小坂未来，小林由美子，柏木ゆきえ，三浦まゆみ，基礎看護技術演習に自作の視聴覚教材（動画）を導入し

た際のe-learning システムの利用状況と課題/岩手看護学会誌．第15巻第2号:78-83(2021)

⑤柏木ゆきえ，新沼剛，永易裕子，日本赤十字社第一ブロック支部合同災害救護訓練におけるＡ大学およびＡ短期大学

の取り組み/日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学紀要． 第20号:81-86(2016)



伊藤　奈央 共通基盤看護学講座 准教授
博士

（看護学）

がん看護学

緩和ケア

①文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）「課題名：緩和ケア領域におけるがん患者への患者報告型アウトカム実

装研究」2022年-2024年（研究代表者）

②Ito N, Sato A, Takeuchi K, Shigeno T, Sasaki H, Aoyama M, Miyashita M, Development and validation of clinical

implementation methods for patient-reported outcomes in Japanese multi-center palliative care units/ J Patient

Rep Outcomes. 8(1):49(2024)

③Ito, N, Ishii,Y, Aoyama, M, Abo, H, Sakashita, A, Matsumura, Y, Miyashita, M : Routine patient assessment and

the use of patient-reported outcomes in specialized palliative care in Japan/ J Patient Rep Outcomes. 7(1):25

(2023)

④Ishii Y, Ito N, Matsumura Y, Aoyama M, Kohara I, Murai K, Takeuchi K, Yokoyama T, Miyashita M, Miyashita M,

Validity and reliability of the Integrated Palliative Care Outcome Scale for non-cancer patients/ Geriatr Gerontol

Int. 23(7):517-523(2023)

⑤ 伊藤奈央，佐藤あづさ，竹内可愛，重野朋子，佐々木弘子，青山真帆，宮下光令，実装科学研究の方法論を用いた

患者報告アウトカムの臨床導入方法の開発と検証/第28会日本緩和医療学会学術大会（優秀演題賞)．(2023)

小坂　未来 共通基盤看護学講座 講師
修士

（看護学）

基礎看護学

臨床看護学

①藤川舞香，小坂未来，集中治療部で働く看護師による家族支援の実践に関する文献レビュー /第16回岩手看護学会学

術集会抄録集．46-47(2023)

②榿澤佳澄実，小坂未来，武田邦子，小松恵，成人看護学急性期領域実習におけるシャドウイングに事前学修を取り入

れた学びの効果 /第16回岩手看護学会学術集会抄録集．60-61(2023)

③小坂未来，藤原弘之，富永綾，榿澤佳澄実，眞瀬智彦，看護学生に対する災害医学の講義・演習実践報告/第28回日

本災害医学会総会・学術集会．387(2023)

④小坂未来，榿澤佳澄実，武田邦子，小松恵，コロナ禍成人看護学急性期実習における実習期間途中からの学内実習実

施報告/第15回岩手看護学会学術集会．46-47(2022)

⑤小坂未来，三浦まゆみ，看護基礎教育一年次の災害看護教育における学生の学び―身近な過去の災害を題材としたア

クティブラーニングを実施して―/岩手看護学会誌．15巻2号:41-49(2021)

武田　邦子 共通基盤看護学講座 講師
修士

(社会福祉学）

臨床看護学

社会福祉学

①武田邦子，子育て支援における日本版ネウボラに関する文献検討/第43回日本看護科学学会学術集会．135(2023)

②三浦幸枝，武田邦子，藤澤純子，アクティブ・ラーニングを取り入れた 慢性期看護教育における学生の学び/第43回

日本看護科学学会学術集会抄録集．181( 2023）

③三浦幸枝，横田眞理子，武田邦子，慢性疾患を抱える患者の理解を深める教育効果 －慢性期看護学教育におけるア

クティブラーニングの効果－/第33回日本看護学教育学会．(2023)

④武田邦子， 三浦幸枝， 佐藤奈美枝， 横田眞理子，コロナ禍におけるICTを活用した代替実習の効果－ICTを活用し

たアクティブ・ラーニングを用いた急性期代替実習の報告/第15回岩手看護学会抄録集抄録集．48-49(2022)

⑤小坂未来，榿澤佳澄実，武田邦子， 小松恵，コロナ禍の成人看護学実習における実習期間途中からの学内実習実践

報告/第15回岩手看護学会抄録集．46-47(2022)



小林　由美子 共通基盤看護学講座 講師
修士

　(医科学）
基礎看護学

①Yumiko Kobayashi, Kentaro Fukumoto, Mitsuko Akahira, Emina Honda, Fumito Koizumi, Toshinari Mita, Katsumi

Sanjo, Jin Endo, Kotaro Otsuka, The Attendance and Effectiveness of Training on Support for Alcohol-Related

Disorders or Dependence Among Nurses Working in Psychiatric Medical Facilities in Iwate Prefecture,

Japan/Journal of Nursing, Iwate Medical University. Vol.2:1-8(2024）

②柏木ゆきえ，松田悠史，小林由美子，菖蒲澤幸子．コロナ禍で1週目学内2週目臨地となった基礎看護学実習Ⅱの実

践報告 第一報－看護過程の展開－/第16回岩手看護学会学術集会抄録集．56-57(2023)

③松田悠史，柏木ゆきえ，小林由美子，菖蒲澤幸子．コロナ禍で1週目学内2週目臨地となった基礎看護学実習Ⅱの実

践報告 第二報－シミュレーション教育を活用した学内実習－/第16回岩手看護学会学術集会抄録集．58-59(2023)

④松田悠史，菖蒲澤幸子，柏木ゆきえ，小林由美子，看護系大学1年生への「脳・神経系，筋・骨格系フィジカルアセ

スメント」の授業研究-視聴覚教材とロールプレイの効果-/第15回岩手看護学会学術集会抄録集．42-43(2022)

⑤小林由美子，柏木ゆきえ，野里同，小坂未来，三浦まゆみ，基礎看護学実習Ⅰ（病院実習・介護施設実習）で経験し

た看護技術の実態/岩手看護学会誌．第15巻第１号･第２号:84-91(2021)

岡田　康平 共通基盤看護学講座 講師
修士

（保健学）

慢性病看護学

高齢者看護学

①石母田由美子，岡田康平，木村涼子，鹿野卓子，杉本篤美，鈴木博美，佐藤修子，藤原美加，小野寺武徳，佐藤喜根

子，新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) 流行下における看護学生への就職支援 : 仙台赤門短期大学の場合/伝統医

療看護連携研究． 2 (2) 38-43(2021)

②岡田康平，佐藤喜根子，小野八千代，井上由紀子，石母田由美子，熊谷英樹，高橋育子，國分俊繁，伊東太郎，三保

翔平，指圧・マッサージ手技の年代による効果の検証/第24回日本在宅ケア学会学術集会抄録集．79(2019)

③小池妙子，平川美和子，工藤雄行，高祐子，大沼由香，礒本章子，岡田康平，三上えり子，寺田富二子，認知症高齢

者における情動と認知の関係－MESE，MMSE 検査，NPI-Qなどからの相関分析－/弘前医療福祉大学紀要．8(1) 39-

46( 2017)

④工藤雄行，平川美和子，小池妙子，岡田康平，高裕子，男性家族介護者の在宅介護継続に関わる意識　首都圏で生活

する男性家族介護者に焦点をあてて/日本老年行動科学学会第19回神奈川大会抄録集．32(2016)

⑤岡田康平，木立るり子，高次脳機能障害を有した療養者家族の研究動向と課題/日本リハビリテーション連携科学学

会第13 回大会論文集．158-159(2012)

松田　悠史 共通基盤看護学講座 助教
修士

（看護学）

基礎看護学

看護教育学

慢性看護学

①柏木ゆきえ，松田悠史，小林由美子，菖蒲澤幸子，コロナ禍で1週目学内2週目臨地となった基礎看護学実習Ⅱの実

践報告 第一報－看護過程の展開－/第16回岩手看護学会学術集会抄録集．56-57(2023)

②松田悠史，柏木ゆきえ，小林由美子，菖蒲澤幸子，コロナ禍で1週目学内2週目臨地となった基礎看護学実習Ⅱの実

践報告 第二報－シミュレーション教育を活用した学内実習－/第16回岩手看護学会学術集会抄録集，58-59（2023）

③松田悠史，菖蒲澤幸子，柏木ゆきえ，小林由美子，看護系大学1年生への「脳・神経系，筋・骨格系フィジカルアセ

スメント」の授業研究-視聴覚教材とロールプレイの効果-/第15回岩手看護学会学術集会抄録集．42-43(2022)

④畠山歩，松田悠史，高橋晴美他，COPD患者に対するセルフマネジメント確立のための情報ニーズに関する調査研究

/日本看護学会論文集 在宅看護．46号:91-94（2016）

⑤松田悠史．デートDV加害者の認識と実態-保健福祉系大学生の意識調査から-/看護教育．第49巻8号:718-722

（2008）



榿澤　佳澄実 共通基盤看護学講座 助手
学士

（看護学）

基礎看護学

臨床看護学

①榿澤佳澄実，小坂未来，武田邦子，小松恵，成人看護学急性期領域実習におけるシャドウイングに事前学修を取り入

れた学びの効果 /第16回岩手看護学会学術集会抄録集．60-61(2023)

②小坂未来，藤原弘之，富永綾，榿澤佳澄実，眞瀬智彦，看護学生に対する災害医学の講義・演習実践報告/日本災害

医学会総会・学術集会抄録集．387(2023)

③赤井純子，岩渕光子，事崎由佳，丹野高三，照井春樹，榿澤佳澄実，東日本大震災の岩手県における高齢者の不眠症

状の実態/第15回岩手看護学会学術集会抄録集．88-89(2022)

④小坂未来，榿澤佳澄実，武田邦子，小松恵，コロナ禍の成人看護学急性期実習における実習期間途中からの学内実習

実践報告/第15回岩手看護学会学術集会抄録集．46-47(2022)


